
栗橋國際カントリー倶楽部 研修会  

平成２８年度 臨時総会 議事録 

 
１． 開催日 平成２８年６月５日（日） ｐｍ１：００～ｐｍ２：３０ 
２． 場 所 栗橋國際カントリー倶楽部 3Ｆレストラン 
３． 出席者 会長 渡辺 清美  
      役員 木戸 外司  塚田 進  山口 智紹  忍田 徹夫  
                 米山 賢二   
      顧問 小川 博人 
      会員 萩原 忠和  赤名 房徳  宮木 義昌  西村 嘉晃  
         清友 邦彦  中田 勉   上本 正之  北方 慎治 

  富岡 政男  酒井 博昭  上堂薗 四男 神宮 義輝 
  森山 保豊  柴木 崇伸 

      以上２１名出席 事務局 長谷川 
開会に先立ち、今年度の選手選考会に役員・事務局が立ち会えず、混乱を招いた事を 

小川顧問から謝罪した。そして選考会の混乱に端を発した選手会におけるわだかまりを

解消し、再度団結していくことを目的として、臨時に総会を開催したことを説明し渡辺 
会長挨拶の後、議案審議に入った。 
４． 第 1 号議案 平成２8 年度倶楽部対抗競技の結果報告に関する件 

５月１８日（水）に茨城パシフィックカントリー倶楽部で行われ、２４倶楽部中  
１４位の結果報告の後、敗因について意見交換した。 

５． 第２号議案 研修会規則・運営細則に関する件 
現状の規則・運営細則では選手選考方法について細部にわたり取り決めていない 
ため、次の第３号議案で審議するとした。 

６． 第３号議案 倶楽部対抗競技の選手選考に関する件 
   ①選手会の人数について 
    少数精鋭で８名（Ａクラス４名を含む）の提案があったが、現行通り１２名と 
    した。ただし、選手選考会と倶楽部対抗競技当日の応援に出席し、かつ１年間 
    の研修会で６回以上出場した者のみを有資格者とする条件を付けた。 
   ②出場選手の選考方法について 
   ・ティーインググラウンドについて 
    ＡクラスとＢクラスのティーインググラウンドを完全に分けて選考する案も 
    出たが、現行通りＡクラス、Ｂクラス共に同じ場所からプレイするとした。 
 
 
 



 
 
   ・選手選考会の回数について 
    選手選考会の回数を土日も入れて増やしてはどうかとの提案もあったが、現行 
    通り２回とし、合計ストロークで選手を選考するとした。  
   ・選手選考会の日程について 
    ３月・４月の火曜日とし、日程は１２月の定時総会で決定した選手で決定する。 
    その際に倶楽部対抗競技当日とティーインググラウンドやグリーンが違って 
    も日程の変更はしないとした。 
   ③倶楽部対抗競技 選手会の費用について 
    基本的には現状通りとしたが、過去の選手経験者から高額なプレイフィのゴ 
    ルフ場によっては補助金の額を上げて欲しいとの要望が有り、具体的な金額に 
    ついては会長・会計役員・顧問で話し合い、１２月の定時総会までに決定し、 
    総会で審議するとした。 
    また、倶楽部対抗競技後に慰労会を行う場合には研修会費より一人当たり上限 
    ３，０００円の補助を出すことを新しく決議した。 
    更に、キャプテン会議が遠方で行われ、交通費がかさむ場合には会長判断で 
    現状の１０，０００円より増額出来ることとした。 
   ④規定の変更について 
    止むを得ず規定等を変更する場合は事務局が起案し、会長・副会長・顧問の 
    同意を得て変更できるものとする。 
   ①～④においては平成２９年度の研修会から実施していくとした。 
７． その他 
    今年度は選考会時に色々と混乱したが、来年度はチームワークを第一に考え、 
    より団結して行くことを総意とすることを確認した。 
 
以上をもって塚田研修会相談役役員挨拶の後、研修会臨時総会を終了した。 
 
                                    以上 


